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＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

成果 

昨年に引き続き、時間外労働時間は激減しほぼ皆無の

状態を維持している。3週間に1度のリーダーミーティングで

は、様々な問題・目標に取り組んでおり、また2か月に1回行

われる全体ミーティングでは、定期的な報告や告知だけで

なく日常業務の中で気づいた項目について分け隔てなく

共有している。今後もこのようなミーティングを継続していき

たいと考えている。相対的な人員不足は継続して認められ

ており、さらなる業務内容の改善とブラッシュアップが必要

である。今までの経緯において、DSの集団が組織となること

によりDS自身が各種委員会への参加をさせていただき、DS

からの意見を発信できる機会が増えている。 

反省点 

未だに属人化を望む医師は存在しており、この現象への

対応は必須となっている。また、他職種への知名度も完全

ではなく、「DSって？？」と尋ねられることもあり、今後の課

題である。 

昨年同様、接遇面でのトラブルが比較的多く認められる。

これについては主任・副主任が直接教育対応し、e-

Learningの活用や注意喚起などにより改善に向けた努力を

行っている。 

スタッフの減少もあり、業務量の偏りが明確になっており

さらなる合理化と業務の基準化を目指し、新人教育だけで

はなくスタッフマネジメントとして下記のような目標を持ち、

既存スタッフに生涯教育構築を目指したいと考えている。 

●自主的に仕事をするスタッフを育てたい 

●スタッフ自ら取り組みを考え、継続できるように 

●スタッフのスキルアップ 

●モチベーションアップさせたい 

●スタッフが成長する組織にしたい 

●イキイキと働いてほしい 

現在、DSには評価制度がない状態だが、2024年度3月に

導入を試行。今後のスキルアップ・モチベーションアップに

繋げていきたいと考えている。また、メディカルライセンスを

持たずして外来補助を行うことの危険もあるが医師の指示

のもと、安全に配慮しながら業務を行う、大切なデータベー

スの取り扱いは慎重に正確な登録を確実に行う、このような

ことを通じて縁の下の力持ちとして病院業務に貢献してい

きたい。 
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共共同同運運営営部部門門：：患患者者ササポポーートトセセンンタターー  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

副病院長兼手術センター長 

兼心臓・血管センター長 

兼患者サポートセンター長 

兼臨床工学・技術センター長 

兼国際センター長 

舩津 俊宏 

医療マネジメント課長兼地域医療連携室長 

兼患者サポート副センター長 

兼経営企画室参事 

中西 賢 

＜＜関関連連部部署署＞＞  
部署名 部署名 

診療局 看護局 

診療支援局 事務局 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

2018年4月に「患者サポートセンター」を開設し、業務を

遂行している。医師・看護師・MSW・薬剤師・栄養士・事務

職員などの多職種のスタッフが集い、““安安心心をを届届けけるるササポポーー

トトセセンンタターー””～～入入院院前前かからら退退院院後後もも一一人人ひひととりりをを支支ええまますす～～

をスローガンに、地域の医療機関からの紹介窓口や入院

前の支援など、幅広く医療サービスの提供に努めている。 

11．．地地域域医医療療連連携携室室のの活活動動実実績績  

＜＜業業務務＞＞  

地域医療連携室は、かかりつけ医である開業医、地域の

病院、介護関連事業所の担当者等と連携を図り、紹介・逆

紹介を活発にし、良質な医療を提供し地域医療に貢献して

いくための対応窓口としての業務を行っている。また紹介

患者受入の際に医療知識を有した看護師が対応すること

で適正な判断が実現でき、質の向上にもつながっている。 

＜＜実実績績＞＞  

地域医療予約件数（2025年4月～2026年3月）          （件） 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

予約 

件数 1,491 1,393 1,557 1,560 1,249 1,405 1,607 1,297 1,499 1,384 1,296 1,491 17,229 

 

 
※地域予約件数（月別）を年度比較した数値をグラフ化したデータ（2023年度～2025年度） 

 

① 紹介率・逆紹介率（2025年4月～2026年3月）         (％) 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

紹介率 72.3 67.3 72.5 72.6 69.0 72.5 73.8 66.1 73.1 72.1 70.3 72.6 71.3 

逆紹介率 158.7 147.2 163.8 151.5 162.6 164.2 159.3 172.5 168.9 161.5 164.9 167.5 161.5 

※地域医療支援病院用の算出基準にて率を算出 

地域医療支援病院の要件である「紹介率が50％以上か 

つ逆紹介率70％以上」を十分に達成した。 

② 地域連携クリティカルパス導入件数（2025年4月～2026年3月） 

地域連携クリティカルパス導入に積極的に関わっている。 

●がん地域連携パス                       （件） 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

乳がん 3 4 4 3 5 4 6 6 3 3 2 6 49 

胃がん 2 1 6 5 1 2 4 2 3 3 2 1 32 

大腸がん 5 9 10 9 10 5 11 3 9 2 2 5 80 

合計 10 14 20 17 16 11 21 11 15 8 6 12 161 

●脳卒中地域連携パス                    （件） 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

脳卒中 22 14 23 17 20 17 14 13 19 23 22 14 218 

●大腿骨地域連携パス                     （件） 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

大腿骨頸部骨折 1 2 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 8 

③ 医療従事者対象の勉強会・研修会（事務局） 

地域医療連携室では、医師会等、地域の医療従事者向

けの勉強会・研修会の事務局の役割を担っている。 

＜りんくうカンファレンス＞ 

＜クリニカルレベルアップセミナー＞ 

【【詳詳細細はは現現況況ののペペーージジ参参照照】】  

④ 市民健康講座の開催 

本年度は感染対策のため全て中止とした。 

２２．．ＭＭＳＳＷＷのの活活動動実実績績  

＜＜業業務務＞＞  

MSWは患者とその家族の生活や傷病の状況から生じる

経済的・社会的・心理的不安や問題等の解決に必要な社

会資源の情報提供や活用の助言・指導等を行い、院内の

関係職種・地域の関係機関との連携を密にし、患者が安心

して療養できるよう支援することを目的とした業務を行って

いる。 

医療費の助成制度、生活費に関すること、転院やかかり

つけ医紹介、在宅医療・介護、社会保障制度、家族関係の

問題など多岐にわたる相談に応じている。 

＜＜実実績績＞＞  

早期退院支援に向けた継続した取り組みとして各病棟で

週2日、退院支援カンファレンスを行い、入院前の生活状況、

介護福祉サービスの利用の有無、退院後の生活課題等、

情報を共有し、患者・家族に入院後早期に退院支援が行

えるよう取り組んだ。 

退院調整においては、件数としては例年通り、転院調整

が最も多く、調整件数は1,423件（前年度は1,332件）と、1月

あたり約118件（入院患者のみ）の調整ということになった。

また退院前に行ったカンファレンスについては前年度と比

較して介護連携が148件から128件と減少し、共同指導も

129件から113件と減少している結果となった。今後も地域

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2025年度 1,491 1,393 1,557 1,560 1,249 1,405 1,607 1,297 1,499 1,384 1,296 1,491

2024年度 1,474 1,339 1,387 1,535 1,249 1,326 1,584 1,434 1,347 1,222 1,190 1,370

2023年度 1,338 1,365 1,371 1,262 1,289 1,228 1,273 1,296 1,302 1,215 1,225 1,336
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－ 134 － － 135 －
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の関係機関との連携を強めながら、患者が安心して退院後

の生活を送れるよう継続して取り組んでいく。 

＜＜対対外外活活動動実実績績＞＞  

① 大阪緊急連携ネットワーク 地域連携担当者会議 

3次救急病院と慢性期病院の連携についてオンライン会

議と会場会議（計4回）に出席した。 

② 大腿骨地域連携パス会議 

泉州地域における大腿骨地域連携パスの運用について

メール会議にて意見交換を行った。 

③ 脳卒中泉州地域リハ連携会議 

南泉州地域におけるリハビリに関する課題について、急

性期病院、回復期リハ病院、医療療養型病院、連携開

業医と情報共有を行い、地域連携パスの運用について

協議（年3回の会議）。 

＜＜各各種種調調整整実実績績とと成成果果＞＞  

【転院調整実績】                           （件） 
 2024年度合計 2025年度合計 

外来から他院 45 60 

入院から他院 1,332 1,423 

【在宅調整実績】                           （件） 
 2024年度合計 2025年度合計 

在 宅 375 313 

（介護連携） 148 128 

（共同指導） 129 113 

施 設 164 150 

３３．．看看護護師師のの活活動動実実績績  

＜＜概概要要＞＞  

当部署では、患者支援の質向上と安全な医療提供体制

の強化を目的に、外来・病棟・リハビリテーション部門・退院

支援ワーキングと連携し、支援プロセスの連続性確保に取

り組んだ。感染対策では、当部署待合に自動手指消毒スタ

ンド7台を設置し、手指衛生の実施率向上に寄与した。また、

待合周辺で急変対応シミュレーションを実施し、初期対応

手順や記録体制の整備を進め、安全管理の強化につなげ

た。外来との連携では、合同カンファレンスを定例化し、外

来および当部署が把握した生活課題や支援ニーズを互い

に共有する仕組みを構築した。また、当部署が病棟・外来

間の情報をつなぐことで、入院前後の支援の連続性が向上

した。リハビリテーション部門とは、泌尿器科ロボット手術患

者を対象に、入院前後の体操指導と評価を共同で実施し、

生活機能維持に向けた一貫した支援体制を確立した。退

院支援ワーキングとの協働では、記録の標準化・充実化を

進めるとともに、前向き症例検討を通じて複雑事例への対

応力向上を図った。病床管理においては、前方支援看護

師と病床管理担当者・当部署問診担当者が連携し、患者

の病態や生活背景を踏まえたアセスメントを実施することで、

入退院支援の質向上と病床回転率・稼働率の改善に取り

組んだ。 

＜＜実実績績・・成成果果＞＞  
問診等患者SC看護師対応実績(月平均件数） 

項目 2023年度 2024年度 2025年度 

患者SC利用総件数 416  462  473 

予定入院患者SC利用件数 337  380  389 

緊急入院患者SC利用件数 79  82  84 

出張対応件数 82  88  91 

夜間・緊急入院時の翌日対応件数 3  3  3 

時間内入院患者人数 423  466  475 

利用率 98% 99% 99% 

 

手術関連(月平均件数） 

項目 2023年度 2024年度 2025年度 

手術前支援指示対応件数 108  109  114 

手術前説明・案内(外科・泌尿器科件数) 67  72  76 

 

患者SC関与の加算取得項目(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

入退院支援加算１ 405  398  426 

入院時 支援加算１ 81  63  71 

入院時 支援加算２ 3  5  3 

介護支援連携指導料（2回目も含む） 43  49  45 

退院時共同指導料Ⅱ 11  10  9 

総合機能評価加算 305  307  339 

周術期口腔機能管理後手術加算 21  22  22 

新入院患者数 798  850  880 

 

患者SCにおけるクリニカルパス説明(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

ペースメーカパス 2  2  2 

心臓カテーテル・ABLパス 60  52  67 

消化器内科 EMR1泊2日入院パス 23  32  21 

泌尿器科パス 17  14  17 

整形外科パス 16  14  15 

脳外科パス 5  4  4 

外科パス 6  6  6  

緩和ケアスクリーニング 58  66  71 

認知症スクリーニング 271  309  311 

嚥下スクリーニング 216  251  253 

 

強化の取り組み(月平均件数） 
項目 2023年度 2024年度 2025年度 

患者SC内、看護師MSWﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催件数 18  17  14 

（入院時）退院支援カンファ参加件数 435  464  475 

（2回以上）退院支援カンファ参加件数 67  92  100 

＜＜次次年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

入院患者数・稼働率を上げていく中で、全ての患者に

入退院支援が行き届くよう体制を整備し、より近隣地域

情勢に沿った対応をめざす。 

－ 136 － － 137 －


